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人と地球にやさしい情報社会を

イノベーションで実現する

グローバルリーディングカンパニー

NECグループビジョン2017
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人と地球にやさしい情報社会とは

地球にやさしい

人にやさしい

限りある資源を効率的に活用し

地球環境と共存・持続的な発展を可能とする情報社会

いつでもどこでも誰もが使えるサービスによって

安心・安全・便利で豊かな個人生活を実現する情報社会

ＮＥＣは、パーソナルソリューション事業を通してＮＥＣは、パーソナルソリューション事業を通して
２つの情報社会の実現を目指します２つの情報社会の実現を目指します
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1.事業概要

2.現状の課題と事業方針

3.重点事業戦略

３-１．携帯電話のグローバル事業拡大

３-２．タブレット端末事業の立ち上げと拡大

３-３．事業体質強化

4. Ｖ２０１２達成に向けて
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ＮＥＣにおけるパーソナルソリューション事業の位置づけ

▌人・モノとの接点となるクラウド端末群、および端末と連携した
クラウドサービスの提供
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セグメント

組織

海外営業ビジネスユニット

営業ビジネスユニット

連結従業員数 ＮＥＣグループ全体：約１１６，０００名、ビジネスユニット：約９，５００名

※従業員数は２０１１年１月２７日時点
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パーソナルソリューション事業の組織体制

ＢＵ長

國尾執行
役員常務

ＢＵ長ＢＵ長

國尾執行國尾執行

役員常務役員常務

ＮＥＣカシオモバイルコミュニケーションズＮＥＣカシオモバイルコミュニケーションズＮＥＣカシオモバイルコミュニケーションズ

ＮＥＣアクセステクニカＮＥＣアクセステクニカＮＥＣアクセステクニカ

ＮＥＣディスプレイソリューションズＮＥＣディスプレイソリューションズＮＥＣディスプレイソリューションズ

ＮＥＣパーソナルプロダクツ

（７月設立予定 ： ＮＥＣパーソナルコンピュータ※）

ＮＥＣパーソナルプロダクツＮＥＣパーソナルプロダクツ

（７月設立予定（７月設立予定 ：： ＮＥＣパーソナルコンピュータＮＥＣパーソナルコンピュータ※※））

ＮＥＣビッグローブＮＥＣビッグローブＮＥＣビッグローブ
パーソナル
ソリューション
企画本部

パーソナルパーソナル
ソリューションソリューション
企画本部企画本部

パーソナルソリューション
事業本部

パーソナルソリューションパーソナルソリューション

事業本部事業本部

ＮＥＣ

１１年４月新設１１年４月新設

携帯電話・スマートフォン

ＰＣ

ネットワーク機器 （ホームゲートウェイなど）

ＩＳＰ、クラウドサービス

ディスプレイ、デジタルサイネージ

※７月以降、ＰＣ事業を移管予定

ＮＥＣ埼玉

タブレット端末

※ＢＵ：ビジネスユニット
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Ｃ＆Ｃクラウドとパーソナルソリューション事業との関わり

▌ クラウド基盤からネットワーク、アプリケーション/サービスまで、ＮＥＣの一気通貫
したソリューションを活かせるクラウド端末を提供

▌ クラウドコンピューティングの人・モノとの接点となるクラウド端末群の提供により、
「いつでもどこでも」 「リアルタイム」 なＣ＆Ｃクラウドサービスが実現

クラウド端末を通した
Ｃ＆Ｃクラウドサービスの提供

人と地球にやさしい情報社会の実現へ

多彩なアプリケーション/サービス
企業向けキャリア向け 官公庁向け家庭・個人向け

データデータデータデータ データデータデータデータデータ データ

クラウド基盤クラウド基盤クラウド基盤
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1.事業概要

2.現状の課題と事業方針

3.重点事業戦略

３-１．携帯電話のグローバル事業拡大

３-２．タブレット端末事業の立ち上げと拡大

３-３．事業体質強化

4. Ｖ２０１２達成に向けて
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30%

18%
15%

10%

8%

7%
5%
7%

 １２年度は上位３社の非Ａｎｄｒｏｉｄ端末

で約６０％のシェアを占める

 ＮＥＣはＡｎｄｒｏｉｄ端末市場をターゲットと

し、グローバルシェア拡大を目指す

 １２年度は、ｉＰａｄがマーケットを席巻

 ＮＥＣはクラウド連携＆カスタマイズ端末

を強みとした新サービス市場を創出するこ

とで他社差異化

端末市場動向とＮＥＣの方向性

▌携帯電話が持つ表示の制約やＰＣが持つモビリティの制約をうけない
中間領域に位置する 「タブレット端末/スマートフォン」 市場が活性化し、
さらに端末間連携も促進

▌ ＮＥＣは、従来のＰＣ/フィーチャーフォンに加えて、今後の成長領域である
タブレット端末/スマートフォン市場に注力

※出典： PC、フィーチャーフォン、タブレット端末：NEC推計、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ：Strategy Analytics （”Global Smartphone Sales Forecast by Operating System and Region” 2011年1月）

4.8億台

ク
ロ
ー
ズ

モバイル

オ
ー
プ
ン

計 21億台計 21億台

ＣＹ１２ グローバル市場台数規模見込み

端末間連携が促進端末間連携が促進

タブレット端末タブレット端末

スマートフォンスマートフォン

Apple

NOKIA

Motorola

RIM

Samsung

HTC

SE

その他

ホーム

スマートフォン
4.8億台

ＣＡＧＲ ＣＹ１０‐１２： ３１％

スマートフォン
4.8億台

ＣＡＧＲ ＣＹ１０‐１２： ３１％

ＣＡＧＲ ＣＹ１０‐１２：１６％

フィーチャーフォン
11億台

ＣＡＧＲ ＣＹ１０‐１２：２％

ＰＣ
4億台

8000万台
タブレット端末

iPad
40％超その他

タブレット端末
8000万台

ＣＡＧＲ ＣＹ１０‐１２： ９６％

タブレット端末
8000万台

ＣＡＧＲ ＣＹ１０‐１２： ９６％

スマートフォン
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パーソナルソリューション事業の業績推移

▌売上高 ７，８００億円 （前年度比＋４２３億円）
 モバイルターミナル ：
国内でのスマートフォン移行による既存端末
の販売減少と、スマートフォンへの対応遅れ

 ＰＣその他 ：
ＰＣのチップセット供給問題による製品ミック
スの悪化、新端末商談の来期へのずれ込み、
海外ディスプレイの販売減少などにより減少

▌営業利益 ０億円 （前年度比▲１８９億円）
 既存の携帯電話端末の販売不振など売上
高の減少により悪化

189

売上高

7,377

8,300
7,800

4,552 4,890

3,150

0

営業
利益

2,825

3,410

160

3,150

4,650

＋12.5％
＋5.7％

＋20.7％

＋7.4％

＋2.2％

＋11.5％

０９年度 １０年度
（期初予想）

１０年度
（２/２５予想）

モバイル
ターミナル

ＰＣ
その他

2.6％

1.9％

0.0％
営業利益率

市場の変化を捉え、ユーザ・エクスペリエンスを
満足いただける製品の提供により
売り上げと収益の改善を目指す

▌１０年度売上高は７，８００億円、営業利益は０億円の見込み
主な要因

前年比
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パーソナルソリューション事業の現状と課題認識

 国内既存携帯事業の落ち込み

 携帯事業の利益率低迷

 開発費用の増大

 国内ＰＣシェアＮｏ．１キープ

 ＰＣ事業におけるレノボ連携

 競争力のあるスマートフォン
投入による巻き返し

 タブレット端末の出荷開始

 タブレット端末のサービス連携
ビジネスモデル立ち上げに
向けた商談実施

 国内携帯/ＰＣマーケットの
成長鈍化

 携帯/ＰＣの低価格化

 グローバル規模でのスマート
フォンへのシフト加速
（ＣＹ１２北米スマホ比率：６３％）

 グローバルＯＤＭ/ＥＭＳの
活用拡大

 タブレット端末市場の創出

 サービス連携ビジネスモデルの
台頭

ＮＥＣ事業概況市場環境

③グローバル市場に通用す
る徹底したローコスト
オペレーション

②クラウド端末/サービス
連携による付加価値創出

①グローバル進出による
規模の経済追求

課題

▌市場環境およびパーソナルソリューション事業の概況をふまえて、
規模の経済追求、クラウド端末/サービス連携による付加価値創出、
ローコストオペレーションを課題として認識

既存事業

新事業

携帯電話/ＰＣ市場

タブレット市場
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中期事業方針

▌パーソナルソリューション事業の課題をふまえて、グローバル事業拡大、
さらなる新事業推進、事業体質改革を三本柱として事業を推進

売上高 ： ７８００億円

営業利益 ： ０億円

２.さらなる新事業推進
（垂直統合ビジネスモデル等）

１.グローバル事業拡大

３.事業体質改革

規模の経済追求

クラウド端末/サービス連携による付加価値創出

グローバル市場に通用する
徹底したローコストオペレーション

売上高売上高 ：： ９０００億円９０００億円

営業利益営業利益 ：： ２００億円２００億円

２０１２年度２０１２年度 （計画）（計画） グローバルイノベーションへグローバルイノベーションへ

現状現状 （２０１０年度予想）（２０１０年度予想）

国内中心国内中心
※２０１２年度計画値は、２０１１年４月１１日現在
※２０１０年度予想値は、２０１１年２月２５日現在
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1.事業概要

2.現状の課題と事業方針

3.重点事業戦略

３-１．携帯電話のグローバル事業拡大

３-２．タブレット端末事業の立ち上げと拡大

３-３．事業体質強化

4. Ｖ２０１２達成に向けて
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携帯電話市場予測

スマートフォン市場規模（地域別）

54 81
120 146 170
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全体市場規模（地域別）

837

997

1,150

1,595

1,1971,191

1,354

1,501

1,662
1,715

1,749
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Western Europe

Asia Pacific
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Latin America

Central and
Eastern Europe

Middle East
and Africa

16%16%

5%
4%

8%

8%

33%

5%

7%

8%

10%

15%

18%

30%

Apple

NOKIA NOKIA

Apple

Motorola

RIM

Samsung
HTC

RIM

Samsung

HTC

SE

▌ 全体市場：台数規模は拡大基調
 北米/欧州は成熟 （横ばい） も、
ＡＰＡＣが拡大牽引

Source：SA Global Smartphone Sales Forecasts by Operating System and Region (Jan 2011)
Global Handset Sales Forecast by Country: 2002 to 2015 (Dec 2010)

▌ スマートフォン市場：右肩上がりで成長
 全地域で成長
 シェアは上位３社で６０％超

（M Unit）

SE
Motorola
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携帯電話事業の方向性

▌ ＡｎｄｒｏｉｄＯＳの浸透が事業拡大のチャンスと捉え、ＮＥＣの強みを活かしたスマート
フォンをグローバル展開

過 去過 去 今 後今 後

海外

国内

海外

カシオ日立との統合によるタフネス技術

ＮＥＣの
強み

国内

展開するも失敗

・品質問題
・流通管理不足

外
部
環
境

市場環境 国内/海外市場活況 国内/海外スマートフォン市場活性化

ＯＳ環境 各社独自ＯＳ （クローズ） ＡｎｄｒｏｉｄＯＳ浸透 （オープン）

通信規格
国内：３Ｇ/ＰＤＣ

海外：ＧＳＭ （３Ｇ普及遅れ） 国内・海外：３Ｇ/ＬＴＥ

チップセット 端末メーカーが独自開発 チップセットベンダーがＰＦを提供

Ｎ
Ｅ
Ｃ
戦
略

３Ｇ機種を中心に展開
 強みを活かしたスマートフォン投入
 統合による新たな事業者への展開

薄型・軽量化技術

 強みを活かしたスマートフォン投入
 統合による米国事業者への展開
 米国他事業者、欧州事業者への
事業拡大

市場環境

ＯＳ環境

通信規格

チップセット

薄型・軽量化技術
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ＮＥＣの強みとＣＨＭＣとの統合を活かしたスマートフォン事業展開

その他海外キャリア
（北米、欧州）

その他海外キャリア
（北米、欧州）

ＮＴＴドコモＮＴＴドコモ

ＫＤＤＩＫＤＤＩ

ベライゾン・ワイヤレスベライゾン・ワイヤレス

ソフトバンクモバイルソフトバンクモバイル

フィーチャーフォン事業で
培ったＮＥＣ独自の
薄型・軽量化技術

ＣＨＭＣとの統合による
タフネス技術

（防水・防塵・耐衝撃）

▌ＮＥＣ独自の薄型・軽量化技術、ＣＨＭＣとの統合によるタフネス技術を
活用して、グローバルへの展開を図る

ＮＥＣの強み
ＣＨＭＣとの統合により

チャネル拡大ＮＴＴドコモ向けスマートフォン
「ＭＥＤＩＡＳ Ｎ‐０４Ｃ」

グローバル事業拡大へのステップ

第１ステップ （～２０１２年度）

第２ステップ （２０１２年度～）

グローバル競争力のある商品差異化 （薄さ、堅牢、防水
など） で海外市場に食い込む

十分な物量を確保し、グローバルで生き残る
ＣＨＭＣ：カシオ日立モバイルコミュニケーションズ
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カシオ日立モバイルコミュニケーションズとの統合効果

▌両社の強みを融合した商品を市場に投入

小型・薄型化技術

防水/耐衝撃技術

IT/NWソリューション

海外部品ベンダ
リレーション

ベライゾン・ワイヤレス社
納入実績

2011年1月N-03C発売
NTTドコモ向け
タフネスモデル

コンシューマ向け
ブランド

NECの強み

カシオ日立モバイルコミュニケーションズの強み

プラットフォーム技術

NEC埼玉生産技術

融合

部品共通化部品共通化

開発プロセス共通化開発プロセス共通化

2011年4-6月期発売予定
北米向けスマートフォン

カシオ日立のタフネス技術活用に
より約6ヶ月の開発期間短縮を実現

カシオ日立のタフネス技術活用に
より約6ヶ月の開発期間短縮を実現

2011年3月 N-04C発売
NTTドコモ向けスマートフォン

搭載部品の共通化により、
発売の大幅前倒しを実現
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携帯電話事業 売上計画

▌2010年度はスマートフォン対応遅れにより期初見込みに対し出荷減
▌2012年度出荷台数1200万台達成にむけ、グローバル展開加速、
およびスマートフォン比率拡大に経営シフト

2009年度 2010年度 2012年度（計画）

360
450

1200

国内

海外

国内

海外

国内

[単位：万台]

700

500

（CHMC※分含まず）

：海外スマートフォン台数

：国内スマートフォン台数

（2/25予想） ※ＣＨＭＣ：カシオ日立モバイルコミュニケーションズ

※計画値は、２０１１年４月１１日現在



Page 19 © NEC Corporation 2011

携帯電話事業のグローバル成功要素と打ち手

③地域浸透力
 地域マーケティング力 （各国の違いを把握し商品反映）
 事業者チャネル市場では、キャリアとのコミュニケーション
 オープン市場では、販売チャネル、ＳＣＭ、プロモーション

②価格対応力
 グローバル共通化とカスタマイズの考え方徹底
 ＯＤＭ活用能力 （品質マネジメントまで含めて）
 物量確保

①商品力
 部品が各社共通化する中での差異化ポイント明確化

•ＨＷの差異化 （例：デザイン、ＵＩ、サイズ、バッテリなど）
•ＳＷの差異化 （例：独自ＡＰ、独自ＵＩなど）
•サービスの差異化 （魅力的な専用サービスなど）

 各社共通化している部分はスペック比較で負けない
•部品のロードマップ （開発線表） に追いつける開発スピード
•各ベンダーからの情報感度を最大化

•当社強みで差異化

•ベンダリレーション強化
-当社イノベーションによる
ベンダとのＷｉｎ－Ｗｉｎ

•グローバルモデル開発
-ＰＦ共通化と地域別

/キャリア別カスタマイズ

•ＪＤＭ※、オフショア活用
まずは事業者チャネル市場
（米国） に集中、順次オープ
ン市場への拡大を検討
・キャリアコミュニケーション強化
・オープン市場開拓検討
・ユーザニーズの把握

モビリティモビリティ
mmobilityobility

機能美機能美
sophisticatedsophisticated

セーフティセーフティ
safetysafety

薄型・
高密度
実装技術

デザイン力
防水
防塵
耐衝撃

グローバル成功要素 当社の打ち手

※ＪＤＭ：Ｊｏｉｎｔ Ｄｅｓｉｇｎ Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｅｒ
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商品力の強化

①各社共通項
（負けない）

②自社差異化
（勝つ）

③地域対応
（合わせる）

グローバル商品の構造

＋ ＋

モビリティモビリティ
mmobilityobility

機能美機能美
sophisticatedsophisticated

セーフティセーフティ
safetysafety

ＮＥＣの強みの発揮

新機軸

ベンダリレーション

世界最薄

差異化商品

防水
防塵
対衝撃

地域のニーズに
合わせたカスタマイズ

・ベンダからの最新
情報の入手とタイ
ムリーな商品化

・当社イノベーション
技術のベンダへの
フィードバックに
よるＷｉｎ－Ｗｉｎ
リレーション構築

薄型・
高密度実装技術等 （例)

ベース

バッテリ増強分

＋

薄さが重要な国には
そのまま出荷

薄さよりも駆動時間が
重要な国にはバッテリ
を増強

薄さは
他社同等
で長時間
バッテリ

世界最薄

グローバルモデル カスタマイズ

フィード
バック

独自クラウドサービス
（拡張現実、センサ活用等）

LTE/TD-LTE対応

ＧｏｏｇｌｅＧｏｏｇｌｅ

ＱｕａｌｃｏｍｍＱｕａｌｃｏｍｍ

タフネス

２画面
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スマートフォンにおける端末サービス連携例

▌健康、フォトを核としたサービスにより楽しいユーザ体験を提供し、端末の
付加価値を向上

フォト系サービス健康系サービス

食事から運動、睡眠までをトータルサポート
＆カスタマイズ可能な健康ナビゲーター

顔/動きを検出

位置情報を検出

同僚、友人との飲み会、女子会を
より楽しく
子供との思い出を臨場感たっぷり
に、かわいく残す

ＧＰＳと連動して、ご当地キャラと
一緒に撮影
移動した距離に応じ、撮影できる
キャラやデコレーションが増える

被写体の顔や動き、
位置情報に応じた

リアルタイム・エフェクトカメラ

現状を知る 私のレベルって
どれくらい？

私のレベルって
どれくらい？

心理テストつき
初期診断

自分で評価する
お好みのレコーディング
Ｎ専任のトレーナー

毎日続ける
個人カルテ
称号・プレゼント獲得

今週はあんまり
できなかった…

今週はあんまり
できなかった…

毎日記録、
毎日実践。

毎日記録、
毎日実践。
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価格対応力の強化

• 最新の技術トレンドと当社の強みを活か
した差異化部分を搭載したグローバルモ
デルを開発

• グローバルモデルを地域のニーズに応じ
てカスタマイズ
⇒ １モデルあたりの物量を確保し、
コスト低減につなげる

グローバルモデルのカスタマイズ ＪＤＭ※/オフショアの活用

ハードウェアのＪＤＭ活用ハードウェアのＪＤＭ活用

※ＪＤＭ：Ｊｏｉｎｔ Ｄｅｓｉｇｎ Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｅｒ

原価

自社 ＪＤＭ

ソフトウェアのオフショア活用ソフトウェアのオフショア活用

・非競争部分 （キャリア共通、地域共通部
分） の開発はオフショア化
・競争部分 （端末個性化・差異化） は自社

開発

ＰＣやディスプレイ事業のＪＤＭ管理
ノウハウを共有し、ＪＤＭ品質管理を徹底

グローバルモデル
（プラットフォーム）

世界最薄
原価低減モデル
（グローバルモデル）

Ａ社

Ｂ社

Ｃ国

Ｄ国

カスタマイズ

カスタマイズ

カスタマイズ

グローバル競合
モデル原価のキャッチ
アップを目指す

（国内モデル） （グローバルモデル）
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地域浸透力の強化

▌ 事業者 （キャリア） チャネルの地域から攻略を開始することでブランドを向上し、
そのブランドを活用して順次オープン市場開拓を目指す

２０１１年度

北米 （事業者チャネル市場） の攻略
（ベライゾンワイヤレス事業を事業拡大の基盤とし、まずは北米を攻略）

・ 現地体制強化
・ 海外営業事業、現地法人連携スリム低価格モデル投入

２０１２年度

欧州 （事業者チャネル市場） の攻略

▌ エコシステム強化施策
 キャリアコミュニケーション強化

• 海外営業事業との連携強化、現地駐在要員強化、ネットワークベンダ連携によるアプローチ
 ベンダーリレーション強化

• マーケティング/技術窓口の北米駐在化
 現地マーケティング力の強化 （ユーザニーズの把握）

• マーケティング人員の配置、グローバルマーケティング会議の開催

・ 欧州事業者向け

オープン市場攻略に向けた検討
・ 地場ディストリビュータとのパートナー戦略
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1.事業概要

2.現状の課題と事業方針

3.重点事業戦略

３-１．携帯電話のグローバル事業拡大

３-２．タブレット端末事業の立ち上げと拡大

３-３．事業体質強化

4. Ｖ２０１２達成に向けて
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タブレット端末市場へのアプローチパターン分析

携帯携帯

ＰＣＰＣ

スマートフォン

タブレットタブレット
端末端末

※ＰＮＤ：パーソナルナビゲーションデバイス
（ポータブル・カーナビ）

ＤＰＦ：デジタルフォトフレーム

▐タブレット領域へのアプローチには、以下の4つの動きがあり、この違いが
各々のタブレット端末の持つ性格やビジネスモデルを特徴付けている

②携帯からのアプローチ
（携帯ベンダ）
⇒ Ｂ２キャリア２Ｃモデル
⇒ スマートフォンと連動

④既存専用デバイスからのアプローチ
（ＰＮＤ、ＤＰＦベンダ）
⇒ 既存装置のＡｎｄｒｏｉｄ化、通信機能搭載

①新規サービスからのアプローチ （サービスベンダ他）
⇒ タブレットによる新規サービスが起点の垂直統合モデル
・ 他企業サービスと連携するＢ２Ｂ２Ｃモデル、ｉｎＢ
・ Ｂ２Ｃ （サービス） モデル ： 自社サービス＋Ｂ２Ｃ端末

③ＰＣからのアプローチ
（ＰＣベンダ）
⇒ Ｂ２Ｃ（量販）

サービスサービス

新しいビジネス
の領域

キャリア様サービス
との連携領域

非常に低価格な
端末の領域

商品間の競争が
激しい領域
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81
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50

100

150

2010 2011 2012 2013 2014 2015

タブレット端末市場規模推移

▐タブレット端末市場は北米、西欧、中国から立ち上がり、２０１３年以降に
中南米、東欧にも拡大

▐ ２０１２年８１００万台、２０１５年１．３億台の規模と予測

出典 ： NEC予測

グローバル市場規模推移（百万台）

ＣＡＧＲ （ＣＹ１０→１５）：４１％

日本

中国

北米

中南米

西欧

東欧

その他

ＣＹ

北米、西欧、中国で立ち上がり

中南米、東欧等に拡大
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ＮＥＣの強みをふまえたタブレット端末事業への参入

▌垂直統合によるアプローチ
 ＩＴ/ＮＷ技術、ＩＴサービス事業で培った高いＳＩ力、豊かなユーザーエクスペリエンスを
実現するカスタマイズ端末群を活用しＯｎｅＮＥＣでお客様へアプローチ

 ＮＥＣの持つ約１５万社に加え、ＮＥＣ販売店約３６０社の顧客アセットによる販売力

▌ハードウェアの商品力、差異化技術
 薄型・軽量化技術などのスマートフォン技術の活用

▌タブレット・携帯間のサービス連携
 高機能ＵＩ、ビッグローブを活用したサービス連携等

お客様自身のビジネス利用 （ｉｎＢ） や新たなコンシューマ事業 （Ｂ２Ｂ２Ｃ） を、
お客様のサービスと連動して支援

クラウド端末

ネットワーク

サービス
プラットフォーム

クラウド端末

サービス

ネットワーク

サービス
プラットフォーム

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

垂
直
統
合

サ
ー
ビ
ス
提
供

ＮＥＣ/ＮＥＣ販売店 お客様
ＮＥＣの

顧客アセット
約１５万社

Ｂ ｉｎ Ｂ

Ｂ２Ｂ２Ｃ

ＮＥＣの販売力を
活用した

顧客アプローチ

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供

お客様の要望に
合わせた

端末カスタマイズ

お客様の要望に
合わせた

端末カスタマイズ
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タブレット端末事業 事業方針

▌競争力のある商品群の強化
市場、事業モデル、用途などに応じて多機種展開を実施

▌各事業モデルに全方位アプローチをしながら事業基盤を確立
営業/ＩＴサービス事業との連携によるＢ２Ｂ２Ｃ、ｉｎＢモデルに注力、垂直統合モデルで他社差異化
携帯 （Ｂ２キャリア２Ｃ）、ＰＣ （Ｂ２Ｃ） の事業モデルを併用して、「場」 とそれに伴う 「量」 の拡大を
図る

▌国内・グローバル同時立ち上げ （～２０１２年度）、２０１３年度以降、海外展開を中心と
した事業拡大

端末ボリューム

付
加
価
値

ｉｎＢ

１００万台 １０００万台

量販型
（Ｂ２Ｃ）

Ｂ２Ｂ２Ｃ

キャリア型
（Ｂ２ｷｬﾘｱ２Ｃ）

付加価値の拡大
（垂直統合モデル）

②パートナー連携に

よる事業モデル拡大

②パートナー連携に

よる事業モデル拡大

１０万台

Ｏｎｌｙ Ｏｎｅ

商品強化
汎用商品
品揃え

①競争力のある商品群①競争力のある商品群

量の拡大

カスタマイズ

端
末
の
商
品
力

目指す姿
収益性とボリューム

の両立

スマートフォン技術
を活かした
薄型・軽量化
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汎用商品を市
場特性に合わせ
てラインナップ

タブレット端末事業 競争力のある商品群の強化

▌ＮＥＣ独自のＯｎｌｙ Ｏｎｅ商品の強化と汎用商品の品揃えにより、
幅広いニーズに応える競争力のある商品群を実現

 キーボードを利用した文字入力の快適さを強みと
し、オンリーワン商品としてＢ２Ｃで発売

 セキュリティ機能を強化してｉｎＢ市場にも展開

 キーボードを利用した文字入力の快適さを強みと
し、オンリーワン商品としてＢ２Ｃで発売

 セキュリティ機能を強化してｉｎＢ市場にも展開

 汎用タブレットとして７インチ中心に機種を
品揃えし、下記の用途に対応
• 企業向けカスタマイズ商品 （Ｂ２Ｂ２Ｃ、ｉｎＢ）
• キャリア向け、Ｂ２Ｃ市場向け汎用機
• 固定用途中心の低価格機

 汎用タブレットとして７インチ中心に機種を
品揃えし、下記の用途に対応
• 企業向けカスタマイズ商品 （Ｂ２Ｂ２Ｃ、ｉｎＢ）
• キャリア向け、Ｂ２Ｃ市場向け汎用機
• 固定用途中心の低価格機

ＯｎｌｙＯｎｅ

ＮＥＣ独自の
オリジナリティの
ある商品強化

汎用

 特長ある２画面を活かしたソリューションで他社に
先行し、Ｂ２Ｂ２Ｃ市場から攻略 （書籍、教育領域等）

 ２画面に特化したアプリケーションやサービスを整備
し、Ｂ２Ｃ、キャリア向け、グローバルに展開
• 手書き、クリッピング、動画/静止画同時表示等

 特長ある２画面を活かしたソリューションで他社に
先行し、Ｂ２Ｂ２Ｃ市場から攻略 （書籍、教育領域等）

 ２画面に特化したアプリケーションやサービスを整備
し、Ｂ２Ｃ、キャリア向け、グローバルに展開
• 手書き、クリッピング、動画/静止画同時表示等

７インチ２画面

７インチキーボード

７インチ１画面
（３Ｇ/ＬＴＥ対応）

７～１０インチ
１画面

基本戦略 商品に応じた戦い方
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タブレット端末事業 社内アセットによる事業拡大 （国内市場）

▌ ＯｎｅＮＥＣで 「新端末＋新サービス」 の垂直統合ビジネス市場を獲得

▌ さらに携帯キャリア向け、量販向けに商品を投入し、個々の商品を複数の事業モ
デルに横展開して拡販

ＮＥＣパーソナルプロダクツの

量販ノウハウと販売チャネル

キャリアネットワーク事業の

国内外キャリア顧客アセット

ＩＴサービス事業、プラットフォー

ム事業の企業/官庁向けネット

ワーク事業ノウハウ

・ＩＴサービス事業の多様な業種

ノウハウと15万社の顧客

・社会インフラ事業のＩＴＳ関連

顧客アセット

社内アセット

・ＮＥＣパーソナルプロダクツの量販ルートの活用

・キャリアの要求 （ＬＴＥ等） を満足する商品を提供し、

それを軸に他市場への横展開を図る

・搭載する通信モジュール （３Ｇ、ＷｉＭＡＸ等） を共通

化、拡大して、複数キャリアに展開

・企業ソリューションと合わせた垂直統合モデル

・セキュリティ等の機能パックを整備し、既存パーク

に加えて新規顧客獲得を図る

・「新端末＋新サービス」 の垂直統合モデルとして、

サービスプラットフォームと連携して拡販、差異化

・評価・トライアルによる市場参入から、商用サービス

導入と業種横展開による台数拡大へ

事業戦略

ｉｎＢ

Ｂ２Ｃ

Ｂ２キャリア２Ｃ

Ｂ２Ｂ２Ｃ

事業モデル
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タブレット端末事業 パートナー連携による事業拡大 （グローバル市場）

▌ タブレット端末がグローバル市場に急速に普及する２０１２年までに、海外事業基盤を構
築し、２０１３年度からの本格展開に備える

 ＮＥＣの顧客アセットを活用したアプローチ

 社内の海外関連事業との連携強化

 地域ごとのパートナーとの事業モデルの選択

欧州
北米中華圏

ＡＰＡＣ

グローバル開発拠点
台湾に設置

グローバル開発拠点
台湾に設置

・キャリア中心に展開
（キャリアクラウド）

・キャリア中心に展開
（キャリアクラウド）

・企業向けモデル主体で展開
・現地ベンダ連携

・企業向けモデル主体で展開
・現地ベンダ連携

・キャリア向けはスマートフォ
ンと連携
・企業向けモデル主体に、
パートナーを選択して展開

・キャリア向けはスマートフォ
ンと連携
・企業向けモデル主体に、
パートナーを選択して展開

国／地域を絞り込んで、
パートナーを選択して展開

国／地域を絞り込んで、
パートナーを選択して展開

国内顧客
１５０,０００社

国内

キャリア顧客
３００社超

企業ＮＷ顧客
約２０,０００社

ＪＯＣ顧客
（ＩＴサービス）

主要３００社

グローバル

ＮＥＣの
顧客アセット

中南米

※JOC：Japan Originated Company
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サービス／アプリケーションソフト強化、エコシステム構築

▌ サービスを実現するＳＷ群の品揃えと強み要素の開発
 ＮＥＣ関連ソフト拠点との代表的な利用シーン別のアプリケーション開発
 アプリベンダがエコシステムに参画しやすい環境を整えることによりパートナーを獲得
（アプリケーションパートナープログラム）

 ＮＥＣビッグローブ 「ａｎｄｒｏｎａｖｉ」との連携

アプリケーションパートナープログラム

アプリ
パートナー

ＮＥＣ

Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社

アプリ提供ホーム
サービス

コミュニ
ケーション

電子
ショップ

エンター
テインメント

新聞・書籍

•消費エネルギー管理
•家電コントロール
•ホームセキュリティ

•ＴＶ電話
•簡単メーラ/アドレス帳
•ＵＣ連携

•コンテンツ販売/リコメンド
•動画での店舗/商品案内

•ネットショッピング、チラシ/クーポン
•通販カタログ連動

•電子書籍/電子新聞サービス
•オンライン学習サービス

代表的な５つのアプリケーション群

NEC関連ソフト拠点の活用によるアプリ開発

企業Ａ 企業Ｂ 企業Ｃ

セレクトショップセレクトショップ

アプリをセレクト

ａｎｄｒｏｎａｖｉ連携

医療 ホーム 流通 学習

エン
タメ

電子
書籍

住宅
ヘルス
ケア

アプリ・カタログ・新端末基本仕様/ＡＰＩ
提示、ＳＤＫ提供による
開発支援
・レベニューシェア

・新端末基本仕様/ＡＰＩ
提示、ＳＤＫ提供による
開発支援
・レベニューシェア

ＮＥＣ通信システム

ＮＥＣソフト

ＮＥＣシステムテクノロジー

ＮＥＣソフトウェア北海道

ＮＥＣソフトウェア東北

※ＡＰＩ ： Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ Ｐｒｏｇｒａｍ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ
ＳＤＫ ： Ｓｏｆｔｗａｒｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｋｉｔ
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タブレット端末における端末・サービス連携例

▌ ＩＴサービス事業/ＮＥＣビッグローブの配信プラットフォーム基盤や 「ａｎｄｒｏｎａｖｉ」 サービス
と連携し、企業ごとにアプリをセレクトして配信することでＡｎｄｒｏｉｄアプリ利用に対する課題
を解消

医療
ホーム 流通

学習

エン
タメ

電子
書籍

住宅
ヘルス
ケア

アプリ・コンテンツ配信ＰＦ

企業Ａ向け 企業Ｂ向け 企業Ｃ向け

ａｎｄｒｏｎａｖｉ
ｆｏｒ Ａ

ａｎｄｒｏｎａｖｉ
ｆｏｒ Ａ

ＰＦを活用
顧客ごとにアプリをセレクト

 アプリマーケットにあるアプリの数が
膨大であり、現在も急速に増加中
（１１年３月時点 ２５万アプリ、１０年度３月時点か
ら約８倍※）

 アプリのクオリティへの審査が甘く、
低品質のものが混在

 アプリマーケットにあるアプリの数が
膨大であり、現在も急速に増加中
（１１年３月時点 ２５万アプリ、１０年度３月時点か
ら約８倍※）

 アプリのクオリティへの審査が甘く、
低品質のものが混在

現状のＡｎｄｒｏｉｄアプリ利用に対する課題

タブレット端末とアプリ配信プラットフォームとの連携例

ユーザーは、多くのアプリの中から
最適なアプリを探し出せないことに不満

※各社発表値

最適なアプリを探す負荷を解消することで

Ａｎｄｒｏｉｄ端末をより快適に利用して

いただくサービスをご提供

エンド
ユーザ

ａｎｄｒｏｎａｖｉ
ｆｏｒ Ｂ

ａｎｄｒｏｎａｖｉ
ｆｏｒ Ｂ

ａｎｄｒｏｎａｖｉ
ｆｏｒ Ｃ

ａｎｄｒｏｎａｖｉ
ｆｏｒ Ｃ

ＩＴサービス事業/ＮＥＣビッグローブ

パーソナルソリューション
事業本部

ＮＥＣ関連ソフト拠点
アプリパートナー

アプリ・コンテンツ
配信プラットフォーム基盤

プラットフォームを運用
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海外出荷台数

国内出荷台数

▌ ２０１２年度までに累計１００万台超を目指す
▌ ２０１３年度以降、海外展開を中心とした事業拡大
▌ マーケットの伸長に伴い、さらなる出荷拡大を視野

２０１０年度 （予想）

タブレット端末事業 売上計画

２０１１年度 （計画） ２０１２年度 （計画）

海外本格展開開始

フォトフレーム/見守り/ヘルスケア/遠隔医療等医療/健康/自治体/ＣＡＴＶ生活支援

ネットショッピング/チラシ/クーポン/カタログ連動等通販/百貨店/スーパー流通・小売

ＨＥＭＳ/家電ＯＮ・ＯＦＦ/ホームセキュリティ等電力・エネルギー/住宅・住設電力・住宅

オンライン学習通信教育、塾、学校教育

電子書籍/新聞サービス出版/印刷/書店/キャリア電子書籍・新聞

提案ソリューション・サービス企業・業界マーケット

商談状況 ： 電子書籍や教育など５領域に注力し、約２００社と商談中

※予想値は２０１１年４月１１日現在
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1.事業概要

2.現状の課題と事業方針

3.重点事業戦略

３-１．携帯電話のグローバル事業拡大

３-２．タブレット端末事業の立ち上げと拡大

３-３．事業体質強化

4. Ｖ２０１２達成に向けて
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生産革新への取り組みと強み

▌ ＮＥＣグループ生産革新活動をパーソナルソリューション事業の国内生産拠点で
あるＮＥＣ埼玉、ＮＥＣアクセステクニカ （掛川） で実践

ものづくり力強化品質 スピード
・多機種対応のＤａｉｌｙ生産（埼玉）
・市場変動対応力（掛川）

当社の強み
技術技術 効率効率

・信頼性評価技術（埼玉）

開閉試験

フレーム
かしめ機

耐久試験落下試験 強度試験 耐押圧試験

・現用生産技術（掛川）

ﾌﾟﾚｽ加工技術

空圧/ｶﾑ制御技術

打鍵試験

接着剤
硬化装置

スクリーン印
刷&乾燥機

接着剤塗
布&貼付機

穴あけ
プレス機

熱硬化技術

搬送制御技術

化学物質取扱技術

ｼｰｹﾝｽ制御技術

ｼｰｹﾝｽ制御技術

樹脂塗布/接着技術

ﾌﾟﾚｽ加工技術

空圧/ｶﾑ制御技術

・生産ライン改革（埼玉、掛川）

工程統合（１個流し） かんばん、みずすまし 自動化

・自律的改善活動（掛川）

自主指導会・研究会 ものづくり現地検討
会（半年１回）
役員現場確認会
（月２回）

問題
発見

改善
実践

革新を続ける当社の生産技術力をＪＤＭ展開に活用革新を続ける当社の生産技術力をＪＤＭ展開に活用

・世界の人々に喜ばれる優れた品質（埼玉）
・現場主義の品質作り込み活動により、
お客様の“感動”を創出（掛川）
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アジア・大洋州・南米

ＪＤＭ/ＥＭＳ活用による成功例
ＮＥＣディスプレイソリューションズのグローバル体制
▌ ファブレスによる完全Ｏｕｔ-Ｏｕｔ体制と自社工場並みの需給と品質管理を両立
▌ 世界販売拠点とリアルタイムに連動した、スピーディーな現地化経営を実践

ＮＥＣＤＳ ＥｕｒｏｐｅＮＥＣＤＳ Ｅｕｒｏｐｅ
ＮＥＣＤＳ ＡｍｅｒｉｃａＮＥＣＤＳ Ａｍｅｒｉｃａ

北米欧州・中近東・アフリカ

販売：欧州販売子会社＋ＮＥＣ欧州販社販売：欧州販売子会社＋ＮＥＣ欧州販社
販売：北米販売子会社販売：北米販売子会社

販売：ＮＥＣアジア販社＋販売代理店販売：ＮＥＣアジア販社＋販売代理店

ＮＥＣＤＳＮＥＣＤＳ

開発：日本＋中国開発：日本＋中国

Ｏｕｔ-Ｏｕｔ体制とＩＴ武装化による生産・ＳＣＭ戦略
 生産技術・品質管理がＥＭＳ常駐し、生産革新/品質

改善活動を牽引

 自社工場並みの需給管理を実現

 世界の販売情報とＥＭＳ生産・出荷情報が相互連携

■ グローバル最適な人材強化戦略

 優秀な現地人材の積極登用

 海外駐在・出向のローテーション化

■ グローバル最適な人材強化戦略

 優秀な現地人材の積極登用

 海外駐在・出向のローテーション化

■ 市場オリエントなマーケティング・商品企画・販売
 世界市場を基軸としたマーケティング
 教育・交通・医療等、特定市場の世界展開で規模拡大
 現地販社の声を収集した商品企画、現地チャネルとのパートナリング

■ 市場オリエントなマーケティング・商品企画・販売
 世界市場を基軸としたマーケティング
 教育・交通・医療等、特定市場の世界展開で規模拡大
 現地販社の声を収集した商品企画、現地チャネルとのパートナリング

ＪＤＭ/ＥＭＳ活用ノウハウを共有

その他

B社

ＮＥＣ

C社D社

A社

量販
プロジェクター

パブリック
ディスプレイ

B社

C社 A社

ＮＥＣ

その他

２３％

９％

グローバルシェア状況

※ＮＥＣＤＳ ： ＮＥＣディスプレイソリューションズ／ＮＶＴＳ ： ＮＥＣ Ｖｉｅｗ ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ Ｔｒａｄｉｎｇ Ｓｈｅｎｚｈｅｎ

※ＮＥＣＤＳ調べ

生産：中国
（ファブレス）

（中国生産統括会社）（中国生産統括会社）
ＮＶＴＳＮＶＴＳ
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1.事業概要

2.現状の課題と事業方針

3.重点事業戦略

３-１．携帯電話のグローバル事業拡大

３-２．タブレット端末事業の立ち上げと拡大

３-３．事業体質強化

4. Ｖ２０１２達成に向けて
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Ｖ２０１２達成に向けて

▌ グローバル事業拡大、新事業の創出、事業体質改革の３本柱で事業を推進
▌ ２０１２年度売上高９，０００億円、海外比率２２％、営業利益率２％を実現

4,552 4,650

2,825 3,150

7,377
7,800

2009年度 2010年度 （予想） 2012年度 （計画）

ＰＣ
その他

モバイル
ターミナル

0

売上高

営業
利益

（億円）

（ＣＨＭＣ含まず）

189

海外
2,000

国内
7,000

海外比率
22%

200

9,000

※ＣＨＭＣ：カシオ日立モバイルコミュニケーションズ
※予想値は２０１１年４月１１日現在
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パーソナルソリューション事業本部の設立

▌２０１１年４月より、「パーソナルソリューション事業本部」 をＮＥＣに設置、
ＢＵ内共創／グローバル事業推進の司令塔として機能

 クラウドデバイスの企画、開発、販売

 ＢＵ内共創推進 （技術共有化、他ＢＵ連携等）

 ＢＵグローバル事業推進

他ＢＵ他ＢＵ

ＮＥＣ
パーソナルソリューションＢＵ

ＮＥＣカシオモバイルＮＥＣカシオモバイル
コミュニケーションズコミュニケーションズ

ＮＥＣパーソナルプロダクツＮＥＣパーソナルプロダクツ

ＮＥＣアクセステクニカＮＥＣアクセステクニカ

ＮＥＣビッグローブＮＥＣビッグローブ

ＮＥＣディスプレイＮＥＣディスプレイ
ソリューションズソリューションズ

パーソナルパーソナル
ソリューションソリューション
事業本部事業本部

クラウドデバイス

企画・開発・販売

ディスプレイ

プロジェクタ

ビジネスＰＣ

企画・販売

「共創」 推進

グローバル事業
推進

統括・推進

Ａｎｄｒｏｉｄ技術センター

連携
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ＮＥＣのＡｎｄｒｏｉｄへの取り組み

ＮＥＣグループ内の情報一元化ＮＥＣグループ内の情報一元化

窓口一本化によるグーグルとの連携強化窓口一本化によるグーグルとの連携強化

パーソナルソリューションＢＵ内に
「Ａｎｄｒｏｉｄ技術センター」 を設立

（２００９年１０月）

▌Ａｎｄｒｏｉｄ開発体制を２００９年に整備

▌お客様のニーズに応じて、ＡｎｄｒｏｉｄとＷｉｎｄｏｗｓを使い分けて
ご提供
 Ａｎｄｒｏｉｄ ：高度なセキュリティを必要とせず、簡便性、柔軟性を活かした

手軽なクラウド端末を必要とするお客様に提供
※ただし、セキュリティに関しては機能パックを今後整備

 Ｗｉｎｄｏｗｓ ：高度なセキュリティや既存基幹システムとの連携が必要な
お客様に継続して提供
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欧州・中東欧州・中東
3,7003,700社社

アジア・アジア・

パシフィックパシフィック
8,6008,600社社

中国中国
5,1005,100社社

中南米中南米
900900社社

北米北米
3,5003,500社社

（出典） 海外進出企業総覧2010年版

アフリカアフリカ
200200社社

海外現地法人企業数 22,000社（2009年10月）海外現地法人企業数 22,000社（2009年10月）

日本企業日本企業
4,0004,000社社

コンシューマコンシューマ 国内企業国内企業 ＪＯＣ （国内需要＋海外需要）ＪＯＣ （国内需要＋海外需要）

レノボ連携のアップデート

▌ ビジネスＰＣのグローバル拡大への取組み
 パーソナルソリューション事業本部を通してＪＯＣに提供、レノボ連携による事
業規模拡大のスキームを検討中

ＮＥＣパーソナルコンピュータＮＥＣパーソナルコンピュータ

量販店量販店

ＮＥＣ

パーソナルソリューション事業本部
ビジネスＰＣ事業部

ＮＥＣ

パーソナルソリューション事業本部
ビジネスＰＣ事業部

ＮＥＣブランドＰＣ

レノボ連携による事業規模拡大

営業営業

（７月設立予定）
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モバイルＷｉＭＡＸルータ

ＬｉｆｅＴｏｕｃｈ シリーズ

商品紹介

スマートフォン

ＬｉｆｅＴｏｕｃｈ‐Ｓ ＬｉｆｅＴｏｕｃｈ‐ＮＯＴＥ ＬｉｆｅＴｏｕｃｈ‐Ｗ

ＰＣ

機能性と美しさを兼ね備えた
世界最薄7.7mm＆超軽量スマートフォン。

ＭＥＤＩＡＳ Ｎ‐０４Ｃ

持ちやすいサイズと親しみやすい操作性を実現。

生活の様々な場面を便利にするＡｎｄｒｏｉｄ端末。

ＬｉｆｅＴｏｕｃｈ シリーズ

ここから、ブロードバンドのスタイルが変わる。

モバイルＷｉＭＡＸルータ
ＡｔｅｒｍＷＭ３５００Ｒ

先進の３ＤやＡＶ機能を搭載したフルＨＤ液晶一体型ＰＣ＆
ワイヤレスＴＶで家中どこでも楽しめるノートＰＣ

離席センサなど先進の省エネ技術を凝縮した
１９型ワイド液晶搭載一体型ＰＣ＆フルＨＤ液晶搭載ノートＰＣ

ＶＡＬＵＥＳＴＡＲ W
（ＶＷ９７０/ＤＳ）

ＬａＶｉｅ Ｍ
（ＬＭ５７０/ＤＳ）

Ｍａｔｅ
タイプＭＧ

ＶｅｒｓａＰｒｏ
タイプＶＤ
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＜将来予想に関する注意＞

本資料には日本電気株式会社および連結子会社 （以下ＮＥＣと総称します。） の戦略、財務目標、技術、製品、サービス、業績等に

関する将来予想に関する記述が含まれています。将来予想は、ＮＥＣが金融商品取引所や関東財務局長等の規制当局に提出する他

の資料および株主向けの報告書その他の通知に記載されている場合があります。ＮＥＣは、そのような開示を行う場合、将来予想に

関するセーフハーバー （ｓａｆｅ-ｈａｒｂｏｒ） ルールに準拠しています。これらの記述は、現在入手可能な仮定やデータ、方法に基づいて

いますが、そうした仮定やデータ、方法は必ずしも正しいとは限らず、ＮＥＣは予想された結果を実現できない場合があります。また、こ

れら将来予想に関する記述は、あくまでＮＥＣの分析や予想を記述したものであって、将来の業績を保証するものではありません。この

ため、これらの記述を過度に信頼することは控えるようお願いします。また、これらの記述はリスクや不確定な要因を含んでおり、様々

な要因により実際の結果とは大きく異なりうることをあらかじめご了承願います。実際の結果に影響を与える要因には、(1)ＮＥＣの事

業領域を取り巻く国際経済・経済全般の情勢、(2)市場におけるＮＥＣの製品、サービスに対する需要変動や競争激化による価格下

落圧力、(3)激しい競争にさらされた市場においてＮＥＣが引き続き顧客に受け入れられる製品、サービスを提供し続けていくことがで

きる能力、(4)ＮＥＣが中国等の海外市場において事業を拡大していく能力、(5)ＮＥＣの事業活動に関する規制の変更や不透明さ、

潜在的な法的責任、(6)市場環境の変化に応じてNECが経営構造を改革し、事業経営を適応させていく能力、(7)為替レート （特に

米ドルと円との為替レート） の変動、(8)ＮＥＣが保有する上場株式の減損をもたらす株価下落など、株式市場における好ましくない

状況や動向、(9)ＮＥＣに対する規制当局による措置や法的手続きによる影響等があります。将来予想に関する記述は、あくまでも公

表日現在における予想です。新たなリスクや不確定要因は随時生じるものであり、その発生や影響を予測することは不可能でありま

す。また、新たな情報、将来の事象その他にかかわらず、ＮＥＣがこれら将来予想に関する記述を見直すとは限りません。

本資料に含まれる経営目標は、予測や将来の業績に関する経営陣の現在の推定を表すものではなく、ＮＥＣが事業戦略を遂行するこ

とにより経営陣が達成しようと努める目標を表すものです。

本資料に含まれる記述は、有価証券の募集を構成するものではありません。いかなる国・地域においても、法律上証券の登録が必要

となる場合は、有価証券の登録を行う場合または登録の免除を受ける場合を除き、有価証券の募集または売出しを行うことはできま

せん。

（注）
当社の連結財務諸表作成に関する会計基準は 「日本会計基準」 を採用しています。
年度表記について、２００９年度は２０１０年３月期、２０１０年度は２０１１年３月期 （以下同様） を表しています。


